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前述した 1 点目～ 7 点目の工夫が，実際に学ぶ学
生にとって効果のある科目であるかどうかを検証す



























































5 つ目のまとまりとして，第 8 回（第 15 講）の「まとめ」
では，教職実践ポートフォリオを用いての学びの振り
かえりと自己課題の確認でまとめる形をとった。
















前述し 1 7 工夫が，実際に学ぶ学
うかを検証す


























なる 5 つのまとまりに構成した。	 














3 つ目のまとまりとして，第 4・5 回（第 7-10 講）























































に参加した学生の内訳は 4 年生 21 名，大学院生 1 名，
3 年生 7 名である。また試行に参加する教科教員につ









価を求めた。具体的には，第 1 回～第 8 回の自らの


































は 4 年生 21 名，大学院生 1 名，3 年生 7 名である。
また試行に参加する教科教員については，第 2回（第









評価を求めた。具体的には，第 1 回～第 8 回の自ら
の学びの程度を確認できるようにA3用紙1枚にまと
回 2 3 4 5 6 7 8
実施月日 10月2日 10月23日 11月6日 11月13日 12月4日 12月11日 12月18日
授業内容 学習指導力 学習指導力 模擬授業 模擬授業 現代的課題 現代的課題 まとめ




















































































Table2 からわかるように，第 7 回の「現代的教育
課題に係る省察」以降，参加人数が大きく減った。特
に 3 年生は第 5 回の「模擬授業演習」から第 6 回「現



















































Table2 からわかるように，第 7 回の「現代的教育
課題に係る省察」以降，参加人数が大きく減った。
特に 3 年生は第 5 回の「模擬授業演習」から第 6 回

























































































































































































































































































平成 25 年 4 月の教職課程運営委員会で各学部選出
の教科教員が明らかになったが，教科教員 33 名と教











































































































































































自らの学びを確認する目的で作成した A3 用紙 1 枚に
まとめたワークシートをさらに改良した「自己評価































































さらに改良した「自己評価シートⅠ」（第 1 回～第 7








国･社･商 文･法･経 本館202/203 22 C(文) 江木英二
理(中学校) 理･工･MP 講義棟5205 16 D(理) 樫田健志
理(高･化学) 理･工･環･農 講義棟5207 21 E(工) 三島知剛
英 文 本館202/203 14 F(文) 曽田佳代子
理(高･物理 ,
生物)･農業 理･工･農
講義棟5205 18 G(工) 江木英二
数学･情報 理･環 講義棟5207 24 H(理) 高旗浩志
国･社･商 文･法･経 本館202/203 22 I(文) 高旗浩志
理(中学校) 理･工･MP 講義棟5205 16 J(理) 樫田健志
理(高･化学) 理･工･環･農 講義棟5207 21 K(工) 三島知剛
英 文 本館202/203 14 L(文) 曽田佳代子
理(高･物理 ,
生物)･農業 理･工･農
講義棟5205 18 M(工) 樫田健志
数学･情報 理･環 講義棟5207 24 N(理) 三島知剛
国･社･商 本館202/203 59 O(文) 曽田佳代子
理(中)･理
(高･化学)
講義棟5205 (文22, P(理) 樫田健志
講義棟5207 理37) Q(工) 三島知剛
英･理(高･物
理 ,生物) 文･理･工
本館202/203 56 R(文) 高旗浩志
農業･数学･
情報
環･農 講義棟5205 (文14, S(理) 三島知剛
講義棟5207 理42) T(工) 樫田健志
国･社･商 本館202/203 59 U(文) 江木英二
理(中)･理
(高･化学)
講義棟5205 (文22, V(理) 樫田健志
講義棟5207 理37) W(環) 三島知剛
英･理(高･物
理 ,生物) 文･理･工
本館202/203 56 X(文) 曽田佳代子
農業･数学･
情報
環･農 講義棟5205 (文14, V(理) 高旗浩志


















































































































































































































識に着目して－	 平成 24 年度日本教育大学協会
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